
も
く
じ

● 2 ～ 3 Ｐ
　 広がる格差と貧困

● 4 ～ 5 Ｐ
　 京菓子手作り体験！

● 6 ～ 7 Ｐ
　時には音楽
　トークプラザ
　ちょっとひと味

2012年、力あわせて頑張ります！

京都医労連執行委員会

9 月 10 日の京都医労連定期大会で新体制が確

定しました。

52のかがやく瞳で、職場を基礎に、世界をみ

すえて奮闘します！！

	 京都医労連書記長　坂田　政春
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　京都医労連は、第89回定期大会で
「いのちと暮らし・雇用を守る京都市
政」を実現する方針を確立し、中村市
長実現に向けた取り組みをすすめるこ
とを決めました。その一つとして、京
都市民の政治への不信・不満や生活・
雇用、医療への要求を知ることにしま
した。京都市の職員労働組合、京都市
職労は、京都市民の生活について、大
規模な実態調査を行いました。題して、
「あなたの暮らし、医療保険、買い物
についてのアンケート」です。このア
ンケートを通じて浮かび上がった京都
市民の暮らしの実態はどのようなもの
だったのでしょうか。京都市職労常任
執行委員の和田篤史さんにお話を伺い
ました。

大手筋商店街　写真：香川裕一さん

ア
ン
ケ
ー
ト
の

目
的
と
内
容

　

京
都
市
職
労
で
は
４
年
に
１
度
、
市
長
選

挙
中
間
の
年
に
、
市
民
向
け
の
「
京
都
市
政

評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
１
９
８
４
年
か
ら
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
２
０
０
８
年
に
起
き
た
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
以
後
、
市
民
の
生
活
実
態
が
特
に

深
刻
に
な
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

声
が
、
現
場
で
仕
事
を
し
て
い
る
組
合
員
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
を
う
け
て
、
今
ま
で
の

ア
ン
ケ
ー
ト
以
上
に
よ
り
詳
細
に
京
都
市
民

の
生
活
実
態
を
掴
む
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
題
は
、

「
あ
な
た
の
暮
ら
し
、
医
療
保
険
、
買
い
物
に

つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、２
～
３
年
前
と
比
較
し

て
の
生
活
実
態
は
ど
う
な
の
か
、ど
の
よ
う
な

医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
の
か
、そ
し
て
昨

今
話
題
に
な
っ
て
い
る
主
に
高
齢
者
の
人
た

ち
で
す
が
、町
中
で
暮
ら
し
て
い
て
も
日
々
の

買
い
物
で
事
欠
く
、い
わ
ゆ
る
買
い
物
難
民
の

実
態
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
等
々
の
項
目

に
つ
い
て
、質
問
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
京
都
市
内
全
68
万
世
帯
の
内
、
約

半
分
に
あ
た
る
34
万
世
帯
に
組
合
員
が
中
心

と
な
っ
て
配
布
し
、１
万
２
４
４
３
人
の
市
民

の
方
々
か
ら
、
回
答
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と

生
活
実
態
の
特
徴

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
最
大
の
特
徴
は
、
あ
な
た

の
世
帯
の
暮
ら
し
向
き
は
、
２
、３
年
前
と

く
ら
べ
て
ど
う
で
す
か
？
と
い
う
問
い
に
対

し
て
、
年
代
、
性
別
を
問
わ
ず
全
体
と
し
て
、

「
や
や
苦
し
く
な
っ
た
」
が
36
・
５
％
、「
か
な

り
苦
し
く
な
っ
た
」
が
23
・
２
％
で
、全
体
の

ほ
ぼ
６
割
の
方
が
生
活
状
況
の
悪
化
を
感
じ

て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
苦
し
く
な
っ
た

理
由
に
つ
い
て
全
体
と
し
て
、「
国
民
健
康
保

険
料
や
介
護
保
険
料
が
増
え
た
」が
38
・
９
％

で
ト
ッ
プ
、
続
い
て
「
医
療
費
や
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
が
増
え
た
」
26
・
４
％
、「
給
料
が
減

ら
さ
れ
た
」
24
・
５
％
等
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
か
ら
わ
か
る
の
は
、
長
引
く
経

済
不
況
の
下
、
市
民
生
活
が
大
き
な
影
響
を

う
け
、
所
得
が
減
り
、
高
す
ぎ
る
国
保
料
に

市
民
の
皆
さ
ん
方
が
あ
え
い
で
い
る
姿
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
も
の

と
し
て
、
あ
な
た
が
加
入
し
て
い
る
医
療
保

広がる と格差 貧困
険
を
尋
ね
る
項
目
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
第

１
位
は
「
京
都
市
国
民
健
康
保
険
」
で
39
・

４
％
に
な
っ
て
い
て
、
不
安
定
な
職
業
状
況

に
あ
る
人
ほ
ど
国
保
へ
の
加
入
割
合
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
派
遣
会
社
か
ら
の
仕
事
で

は
、
京
都
市
国
保
に
加
入
し
て
い
る
割
合
が

39
・
９
％
と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

経
済
状
況
が
脆
弱
な
人
ほ
ど
国
保
加
入
割

合
が
多
く
な
り
、
高
す
ぎ
る
保
険
料
で
苦
し

ん
で
い
る
実
態
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
と

い
え
ま
す
。

買
い
物
難
民
の

実
態

　

特
徴
の
ひ
と
つ
は
、
生
鮮
食
料
品
は
、
主

に
ど
の
お
店
で
購
入
さ
れ
て
い
ま
す
か
（
複

数
回
答
可
）
と
い
う
質
問
が
あ
り
ま
す
が
、

１
番
多
か
っ
た
の
が
、「
ス
ー
パ
ー
」
で
74
・

１
％
で
し
た
。
70
歳
代
に
な
る
と
、
２
番
目

に
多
か
っ
た
の
が
「
近
隣
の
商
店
街
な
ど
の

お
店
」
と
い
う
回
答
で
、「
ス
ー
パ
ー
」
の
選

択
率
が
下
が
っ
て
い
る
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。

　

特
徴
の
も
う
ひ
と
つ
は
、
町
中
で
あ
っ
て

も
手
軽
に
買
い
物
が
で
き
る
店
が
な
い
と
い

う
地
域
が
京
都
市
内
に
多
数
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
例
え
ば
下
京
区
夷
馬
場
町
で
す
が
、

こ
こ
は
島
原
地
域
で
比
較
的
近
所
に
七
条
商

店
街
が
あ
る
所
で
す
。
京
都
駅
の
再
開
発
で

伊
勢
丹
が
進
出
し
、
そ
の
影
響
も
あ
っ
て
か

七
条
商
店
街
や
地
域
の
商
店
の
数
が
減
っ
て

き
て
い
ま
す
。
そ
し
て
高
齢
化
も
進
行
し
、

高
齢
者
を
中
心
と
し
て
買
い
物
す
る
こ
と
が

厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
七
条
商
店
街

に
行
こ
う
と
す
る
と
歩
い
て
15
分
前
後
か
か

り
ま
す
。
高
齢
者
に
と
っ
て
、
重
た
い
荷
物

を
運
ぶ
買
い
物
は
大
変
な
こ
と
で
す
。
衣
食

住
を
ま
か
な
う
と
い
う
、
日
常
生
活
の
基
盤

が
危
う
く
な
る
実
態
の
現
れ
だ
と
い
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
例
は
他
の
地
域
に
も
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
「
歩
い
て
行
け
る
と
こ
ろ
に
行
き
た
い
お

店
が
な
い
」
の
選
択
率
が
40
％
以
上
と
い
う

地
域
の
一
覧
表
を
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
し
て

発
表
を
し
て
い
ま
す
。
一
覧
表
に
つ
い
て
は
、

京
都
市
職
労
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

京
都
市
長
選
挙
の

意
義

　

１
月
22
日
告
示
、
２
月
５
日
投
票
で
京
都

市
長
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
私
た
ち
京
都
市

職
労
も
、
京
都
市
民
の
生
活
に
責
任
を
負
っ

て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
回
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
今
の
市

民
の
生
活
状
況
は
深
刻
で
す
。
高
す
ぎ
る
国

保
料
の
取
り
立
て
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

「
区
役
所
に
行
く
気
に
な
ら
な
い
」、
こ
れ
が

実
感
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

市
民
生
活
に
冷
た
い
現
在
の
市
政
を
改
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
私
た
ち
は
考
え
て
い

ま
す
。「
循
環
」、「
底
上
げ
」、「
参
加
」
を
呼

び
か
け
て
い
る
中
村
和
雄
さ
ん
こ
そ
、
京
都

市
長
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
人
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
中
村
市
長
実
現
の
た
め
に
全
力
で
頑

張
る
決
意
で
い
ま
す
。

＊ 「
２
０
１
０
年
『
あ
な
た
の
暮
ら
し
、医
療
保
険
、買

い
物
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
』の
結
果
に
つ
い
て
」

全
文
は
、
京
都
市
職
労
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ち
ょ
う

さ
ほ
う
こ
く
綴
」
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

あなたの暮らし、医療保険、
買い物についてのアンケート

京都市職
労
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京
菓
子
手
作
り
体
験
！

京
菓
子（
和
菓
子
）の
歴
史

　

日
本
に
お
け
る
菓
子
の
ル
ー
ツ
は
非
常
に
古
く
、
古

代
の
人
々
は
木
の
実
や
果
物
を
食
事
の
合
間
に
食
べ
て

い
た
そ
う
で
す
。
こ
の
時
の
「
果
子
」
が
語
源
と
さ
れ
、

後
に
今
の
「
菓
子
」
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、菓
子
の
神
と
し
て
田
道
間
守
（
た
じ
ま
も
り
）

と
い
う
人
が
い
ま
す
。
日
本
書
紀
に
よ
る
と
、
そ
の
昔
、

垂
仁
天
皇
の
命
を
う
け
て
田
道
間
守
は
中
国
南
部
、
東

南
ア
ジ
ア
あ
た
り
に
あ
っ
た
常
世
（
と
こ
よ
）
の
国
ま

で
旅
し
て
持
ち
帰
っ
た
長
寿
の
霊
薬
、
非
時
香
菓
（
と

き
じ
く
の
か
ぐ
の
こ
の
み
）
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
非
時
香
菓
は
柑
橘
類
の
橘
の
実
で
し
た
。
後

に
聖
武
天
皇
が
「
橘
は
菓
子
の
長
上
、
人
の
好
む
と
こ

ろ
」
と
い
わ
れ
、
古
代
の
菓
子
が
「
果
物
」
の
意
味
も

あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
田
道
間
守
は
菓
祖
神
と
し
て
各
地

の
菓
祖
神
社
に
奉
ら
れ
て
い
ま
す
。
京
都
で
は
左
京
区

に
あ
る
吉
田
神
社
の
末
社
、
菓
祖
神
社
の
祭
神
と
し
て

祀
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　

戦
乱
が
止
み
、
平
和
に
な
り
、
菓
子
づ
く
り
に
力
を

注
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
江
戸
時
代
の
元
禄

期
か
ら
現
在
の
よ
う
な
季
節
感
を
こ
め
た
京
菓
子
が
大

成
さ
れ
た
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
京
都
の
京
菓
子

と
江
戸
の
上
菓
子
が
競
い
合
う
よ
う
に
し
て
、
菓
銘
や

意
匠
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
和
菓
子
が
次
々
に
誕
生
し
ま

し
た
。京

菓
子
作
り
体
験

　

京
都
市
内
に
は
京
菓
子
作
り
の
体
験
を
さ
せ
て
く
れ

る
お
店
は
何
軒
か
あ
り
ま
す
が
、
今
回
私
た
ち
は
女
性

の
京
菓
子
職
人
の
方
に
指
導
し
て
い
た
だ
け
る
「
よ
し

廣
」
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
手
作
り
体
験
し
た
の
は「
雪
上
松
」と「
捻

梅
（
ね
じ
り
う
め
）」
と
い
う
２
種
類
で
、そ
れ
ぞ
れ
形

作
り
に
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。（
季
節
の
題
材
を

作
る
の
で
季
節
に
よ
っ
て
作
る
作
品
も
変
わ
り
ま
す
）

　

ま
ず
、最
初
に
「
雪
上
松
」
を
作
り
ま
す
。
こ
の
「
雪

上
松
」
は
字
の
如
く
松
に
雪
が
ほ
の
か
に
積
も
っ
て
い

る
様
子
を
表
し
た
も
の
で
松
の
緑
と
雪
の
白
を
合
わ
せ

て
上
手
く
ぼ
か
す
こ
と
が
大
切
で
す
。「
捻
梅（
ね
じ
り

う
め
）」は
裏
打
ち
と
云
う
技
術
と
ス
プ
ー
ン
を
使
っ
て

の
さ
じ
切
り
と
い
う
梅
の
花
に
見
せ
る
た
め
の
切
り
込

み
を
入
れ
る
技
術
が
必
要
で
す
。

新
し
い
年
を
迎
え
て
最
初
の
紙
面
に
ふ
さ
わ
し
い
企
画
を
！
と
の
事
で
、
編
集
委
員
会
で
い
ろ
い
ろ
と
検

討
し
た
結
果
、
今
回
は
優
雅
な
雰
囲
気
で
京
菓
子
作
り
の
体
験
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　和菓子職人の世界に入ったのは、このお店が私の実家で
ありまして小さい時から和菓子に囲まれて育ちました。も
ともと物作りが好きだったこともあります。短大は行きた
かったので卒業後すぐにこの世界に入りました。「和菓子製
造一級技能士」の試験は、実技は勿論ですが筆記試験もあ
ります。化学反応の問題もあるんですよ。この化学反応を
しっかりと把握することによって、より良い和菓子ができ
ます。
　商品としてはオーダーメイド和菓子の注文をよくいただ
きます。誕生日、入学祝いなどめでたいお祝いのツールと
してご利用いただけることは非常にうれしく思っています。

　また、「和菓子ケーキ」や「モン
ブランどら焼き」など大変ご好評
いただいています。この商品のよ
うに昔から培った和菓子の良さ
と新しい物との懸け橋になれた
らと思っています。

体験後、水内菜奈美さ
んの京菓子実演を鑑
賞。さすがプロ！鮮や
かな手さばきです。

自分が作った２
個と職人さんが
お土産用に作っ
た２個を持ち帰
ります。

最後に茶色の生地を伸ばして、真ん中で
折り曲げてひねって、枝の形を作ったら
くぼみにのせて完成！

中にあん玉を入れて小指の横を使い２か
所くぼませて松の形に整えて、へらを
使って線を入れます。

境目の白を緑にこすりつけながら、白と
緑の面積が半分ずつになるように、なじ
ませてぼかします。

緑の生地を直径５㎝くらいに伸ばし、白
の生地を緑の生地の上半分にのせます。

最初に雪上松を作ります。生地を表面が
滑らかになるまでよく揉んでおきます。

「雪上松」と「捻梅」並べるとこんな
感じになります。

最後に、中心のところに黄色をのせて、
少し押さえて固定したら完成です。

中にあん玉を入れて丸めて少し平たい球
状に形を整えます。小指の横でくぼみを
作り、スプーンで切り込みを入れます。

白の生地とピンクの生地を手の平で伸ば
します。ピンクの生地は白の生地より２
㎜小さくして白の生地にのせます。

次に捻梅を作ります。雪上松と同様に生
地を表面が滑らかになるまでよく揉んで
おきます。

雪上松

捻梅
（ねじりうめ）

講師の水内菜奈美さんから写真付
きの「京菓子体験修了証書」をい
ただきます。（１グループに１枚） 自分が作った２

職人さんの実
演後、

抹茶と茶菓子（八
ッ橋

饅頭）をいただき
ます。

この八ッ橋饅頭
は全

国菓子博覧会金
賞受

賞の逸品でとて
もお

いしかったです
。

新しい和菓子を創造する　総本家　よし廣
京都市中京区西ノ京月光町 22
電話：075-811-5554 ／営業時間：朝 10時～夕方６時
定休日：不定休／駐車場：無

「よし廣」女性京菓子職人の水内菜奈美さん

ただきます。（１グループに１枚）

京
菓
子
手
作
り
体
験
の
な
が
れ

2012.新年号　No.172 42012.新年号　No.1725



170号の正解は「あごちくわ」でした。正解は以下の方に
図書カードをお送りします。
西村　桂子（第二日赤労組）、猪原　香織（京都市職労）
田中　豊子（第二日赤労組）、池田　佑子（第二日赤労組）
小廣川紗苗（京都桂病院労組）

送り先＝〒604-8854　京都市中京区壬生
　　　仙念町　労働会館6Ｆ・京都医労連
FAX・Email可＝075-811-6170
	 irouren@labor.or.jp
締切＝�２月29日消印有効（官製ハガキか、

FAX・メールで組合名も忘れずに）
発表＝174号
賞品＝正解者のうち抽選で5人の方に1,000
　　　円分の図書カードをお送りします。

パズルコー ナー の 5 文字を 1 つの言葉（単語）にしてください。
　　＊ヒント「全国名産品シリーズ」

パズルのこたえ

紙面についてのご感想・
ご意見・職場の話題

氏名

組合名

1

6 7

8 9 10

14131211

15 16 17

18 19

2120

2 3 4 5

●材料〈３人分〉

こんにゃく………………一丁
鶏もも肉…………………一枚
レンコン…………………40g
一味とうがらし…………適量

油…………………………大さじ１
だし汁……………………大さじ３
酒…………………………80大さじ３
みりん……………………大さじ３ 
濃い口醤油………………２
砂糖………………………大さじ１

給食対策委員会
鶏肉とこんにゃくの
ピリ辛煮

　〔
た
て
の
カ
ギ
〕

①�

織
田
信
長
の
弟
、
織
田
有
楽
斎
長
益

が
茶
の
湯
の
席
で
好
ん
で
用
い
た
有

楽
椿
の
別
名
で
す
。

②�

刀
剣
の
柄
を
握
る
手
を
防
護
す
る
た

め
に
付
け
ら
れ
た
部
品
で
す
。

③�

ブ
ラ
ス
キ
ー
、
モ
ー
ル
、
ピ
ッ
ケ
ル

と
い
え
ば
何
で
し
ょ
う
。

④�

蔵
人
の
監
督
者
で
あ
り
、
酒
蔵
の
最

高
製
造
責
任
者
で
す
。

⑤�

京
都
の
和
菓
子
と
い
え
ば
、
八
ツ
橋
、

そ
ば
ぼ
う
ろ
、
そ
し
て
何
で
し
ょ
う
。

⑧�

将
棋
の
駒
の
一
つ
で
す
。
斜
め
に
動

き
ま
す
。

⑩
喜
ぶ
こ
と
。
う
れ
し
が
る
こ
と
。

⑫�

サ
ト
ウ
キ
ビ
が
原
料
の
西
イ
ン
ド
諸

島
原
産
の
蒸
留
酒
で
す
。

⑬
賀
茂
神
社
に
奉
仕
し
た
未
婚
の
皇
女
。

⑰�
葉
は
お
正
月
の
飾
り
に
用
い
ま
す
。

季
語
は
新
年
で
す
。

⑱
鰹
節
や
こ
ん
ぶ
か
ら
と
り
ま
す
。

⑲�

繊
維
を
引
き
揃
え
て
、
撚
り
を
か
け

た
も
の
で
す
。

　〔
よ
こ
の
カ
ギ
〕

①�

２
０
１
２
年
の
年
賀
状
の
イ
ラ
ス
ト

と
い
え
ば
何
で
し
ょ
う
。

⑥�

ウ
マ
科
の
中
で
一
番
小
型
で
す
が
、

力
は
強
く
、記
憶
力
が
良
い
動
物
で
す
。

⑦�

猿
楽
か
ら
発
展
し
た
伝
統
芸
能
で
す
。

狂
言
と
ち
が
い
必
ず
面
を
使
用
し
ま
す
。

⑨�

は
や
り
病
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
は
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

⑪�

獅
子
舞
の
か
ぶ
り
物
に
使
わ
れ
て
い

る
模
様
で
す
。

⑭�

刺
身
に
そ
え
る
シ
ソ
の
実
、
タ
デ
、

食
用
菊
な
ど
の
こ
と
で
す
。

⑮
屋
内
運
動
施
設
。

⑯
岩
よ
り
小
さ
く
砂
よ
り
大
き
い
で
す
。

⑱
鏡
餅
の
一
番
上
に
飾
り
ま
す
。

⑳�

京
都
の
年
越
し
そ
ば
に
は
欠
か
せ
ま

せ
ん
。

��

一
年
の
邪
気
を
払
い
、
長
寿
を
願
っ

て
お
正
月
に
呑
む
薬
酒
で
す
。

�

（
出
題
者
Ｍ
さ
ん
）

①�こんにゃくはたたいて適当な大きさ
にちぎり熱湯で約２分ゆでてざるに
上げる。
②鶏もも肉は斜めにそぎ切りにする。
③�レンコンは２㎜厚さの半月切りにし
水でさっと洗って水気を切る。
④�鍋に油と種を取ったとうがらしを入
れて弱火で熱し、鶏肉を中火で炒め
る。こんにゃく、レンコンを加えて
軽く炒め、だし、酒、みりん、醤油、
砂糖を加え煮る。煮汁がすくなく
なってきたら、鍋を返して煮汁を具
材にからめる。たべる時に好みで一
味とうがらしをふる。

作り方

　農業の話、興味深く読みました。大変な苦労を重
ねている事がわかります。ただ有害鳥獣の話は考え
させられました。元はと言えば人間の責任で山が荒
れたのです。年間3000以上の「命」が失われている
事を深く受け止めたいです。
� 大藪　志保（民医労洛南支部）

　最近、家族が入院し、医療者のあたたかい対応に
どれだけ家族が救われるかを感じました。私も改め
て患者さんや御家族へあたたかく接していきたいと
思います。� 池田　佑子（第二日赤労組）

　新しい病棟ができて気分も新たにがんばっていま
す！� 尾上　さやか（民医労西支部）

　たきたてのごはんにメンタイコ…。食欲に打ち勝
つのが年々むずかしくなっていくような…。やっぱ
り白いごはんは何物にもかえがたい。日本の農業を
守らなくてはね。� 村岡　敬子（第二日赤労組）

　

平
素
は
、「
時
に
は
音
楽
」
を
ご

愛
読
い
た
だ
き
、
心
よ
り
お
礼
を
申

し
あ
げ
た
い
。
本
来
な
ら
ば
今
回
は
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
第
９
の
物
語
の
第

15
回
目
に
な
る
予
定
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、毎
回
な
が
ら
に
品
行
方
正
、折

り
目
正
し
く
大
ま
じ
め
に
ク
ラ
シ
ッ

ク
音
楽
を
語
り
、
そ
の
中
で
戦
争
と

平
和
に
つ
い
て
も
真
剣
に
語
る
こ
と

を
続
け
て
い
る
と
、
正
直
に
言
っ
て

疲
れ
て
し
ま
っ
た
。
と
は
言
っ
て

も
、
連
載
を
打
ち
切
る
わ
け
で
は
な

い
。
次
の
物
語
へ
の
展
開
に
向
け
て
、

少
々
の
お
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
と

言
う
趣
旨
で
あ
る
。そ
れ
で
は
、今
回

は
何
を
取
り
上
げ
る
の
か
と
言
う
と
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
と
は
対
極
を
な
す
と
も

言
う
べ
き
音
楽
、
ロ
ッ
ク
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
で
あ
る
。

　

歴
史
に
名
を
残
し
た
ク
ラ
シ
ッ
ク

の
音
楽
家
達
の
中
に
は
、
ロ
ッ
ク
な

る
音
楽
に
あ
か
ら
さ
ま
な
不
快
感
を

示
す
人
た
ち
が
い
た
。
帝
王
と
言
わ

れ
た
カ
ラ
ヤ
ン
も
そ
ん
な
音
楽
家
の

１
人
で
あ
っ
た
。し
か
し
、彼
に
は
た

だ
ひ
と
つ
だ
け
例
外
が
あ
っ
た
。
そ

れ
は
、
レ
ッ
ド
・
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
の

不
朽
の
大
作
、「
天
国
へ
の
階
段
」
に

つ
い
て
で
あ
る
。
カ
ラ
ヤ
ン
は
、「
私

が
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
演
奏
す
る
と
し

て
も
こ
れ
以
上
の
ア
レ
ン
ジ
を
要
し

な
い
名
曲
」
と
、
最
大
限
の
賛
辞
を

贈
っ
て
い
る
。そ
し
て
彼
は
、ロ
バ
ー

ト
・
プ
ラ
ン
ト
の
ボ
ー
カ
ル
を
非
常

に
気
に
入
り
、
高
く
評
価
し
て
い
た

と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
訳
で
、

今
回
か
ら
取
り
上
げ
る

の
は
、レ
ッ
ド
・
ツ
ェ
ッ

ペ
リ
ン
。

　

史
上
最
強
と
言
わ
れ

る
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
は
い

く
つ
も
あ
る
。レ
ッ
ド
・

ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
も
間
違

い
な
く
そ
の
有
力
な
ひ

と
つ
の
バ
ン
ド
で
あ
る
。

何
を
も
っ
て
史
上
最
強

と
言
う
の
か
、
そ
の
答

え
を
出
す
の
は
難
し
い
。

た
だ
レ
ッ
ド
・
ツ
ェ
ッ

ペ
リ
ン
で
言
え
る
こ
と

は
、
ギ
ブ
ソ
ン
、
レ
ス

ポ
ー
ル
・
ギ
タ
ー
の
能

力
を
最
大
限
に
引
き
出

し
、
そ
れ
に
応
え
る
ボ
ー
カ
ル
、
そ

し
て
リ
ズ
ム
を
確
実
に
刻
み
、
圧
倒

的
な
力
で
迫
り
来
る
ド
ラ
ム
の
ビ
ー

ト
。
こ
れ
ら
一
連
の
営
み
が
融
合
し

た
サ
ウ
ン
ド
が
、
１
９
６
０
年
代
末

か
ら
70
年
代
に
か
け
て
世
界
中
を
席

巻
し
、
コ
ン
サ
ー
ト
で
の
観
客
動
員
、

レ
コ
ー
ド
の
売
り
上
げ
枚
数
、
ま
た

社
会
に
与
え
た
影
響
等
々
、
そ
れ
ま

で
の
ロ
ッ
ク
の
歴
史
に
な
か
っ
た
多

大
な
足
跡
を
残
し
、
今
現
在
で
も
大

き
な
影
響
力
が
あ
る
。
こ
の
意
味
で

レ
ッ
ド
・
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
は
史
上
最

強
の
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
と
言
っ
て
間
違

い
な
い
。

　

１
９
６
８
年
10
月
に
、
レ
ッ
ド
・

ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
と
し
て
の
活
動
を
開

始
し
た
が
、
結
成
に
至
る
ル
ー
ツ
は
、

ヤ
ー
ド
・
バ
ー
ズ
に
遡
る
。
ヤ
ー

ド
・
バ
ー
ズ
は
１
９
６
３
年
に
イ
ギ

リ
ス
で
活
動
を
開
始
し
た
バ
ン
ド
で

あ
る
。
こ
の
バ
ン
ド
は
伝
説
の
ロ
ッ

ク
バ
ン
ド
と
言
わ
れ
、
エ
リ
ッ
ク
・

ク
ラ
プ
ト
ン
、
ジ
ェ
フ
・
ベ
ッ
ク
そ

し
て
、
後
に
レ
ッ
ド
・
ツ
ェ
ッ
ペ
リ

ン
を
結
成
し
た
ジ
ミ
ー
・
ペ
イ
ジ
、

こ
の
ロ
ッ
ク
３
大
ギ
タ
リ
ス
ト
が
過

去
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
で
、
ロ
ッ

ク
史
上
に
名
を
残
し
た
バ
ン
ド
と
し

て
有
名
で
あ
る
。
ジ
ミ
ー
・
ペ
イ
ジ

は
腕
が
た
つ
セ
ッ
シ
ョ
ン
ギ
タ
リ
ス

ト
と
し
て
、
そ
の
能
力
を
高
く
認
め

ら
れ
て
い
て
、
様
々
な
レ
コ
ー
デ
ィ

ン
グ
に
参
加
し
て
い
た
。
そ
ん
な
中
、

ヤ
ー
ド
・
バ
ー
ズ
か
ら
声
を
か
け
ら

れ
た
ジ
ミ
ー
・
ペ
イ
ジ
は
ヤ
ー
ド
・

バ
ー
ズ
の
一
員
と
な
る
。
ヤ
ー
ド
・

バ
ー
ズ
の
活
動
で
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん

で
い
く
こ
と
に
な
っ
た
が
、
や
が
て

こ
の
バ
ン
ド
も
、
メ
ン
バ
ー
間
で
の

意
見
の
食
い
違
い
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の

進
路
を
巡
っ
て
活
動
の
行
き
詰
ま
り

を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て

１
９
６
８
年
７
月
、ヤ
ー
ド
・
バ
ー
ズ

は
遂
に
解
散
し
て
し
ま
っ
た
。
新
た

な
活
動
と
し
て
、
ヤ
ー
ド
・
バ
ー
ズ

の
再
編
を
模
索
し
て
い
た
ジ
ミ
ー
・

ペ
イ
ジ
は
、
バ
ン
ド
の
メ
ン
バ
ー
を

探
し
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
最
初

に
彼
の
誘
い
を
う
け
た
の
が
、
ジ
ョ

ン
・
ポ
ー
ル
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
で
あ
っ

た
。
次
に
ジ
ミ
ー
・
ペ
イ
ジ
が
目
に

つ
け
た
の
は
、
ロ
バ
ー
ト
・
プ
ラ
ン

ト
で
あ
っ
た
。
そ
の
当
時
、
一
文
無

し
で
あ
っ
た
ロ
バ
ー
ト
・
プ
ラ
ン
ト

は
、
ジ
ミ
ー
・
ペ
イ
ジ
の
豪
邸
で
自

分
の
音
楽
の
好
み
が
、
彼
と
同
じ
で

あ
る
こ
と
を
知
る
。
そ
し
て
両
者
は

意
気
投
合
し
、
プ
ラ
ン
ト
は
バ
ン
ド

に
加
入
す
る
こ
と
を
承
諾
す
る
。

　

こ
れ
で
、再
編
ヤ
ー
ド
・
バ
ー
ズ
の

メ
ン
バ
ー
は
３
人
ま
で
揃
う
こ
と
に

な
っ
た
。
残
る
後
１
人
は
ド
ラ
マ
ー

で
あ
る
。
ロ
バ
ー
ト
・
プ
ラ
ン
ト
が

旧
友
の
ジ
ョ
ン
・
ボ
ー
ナ
ム
を
強
力

に
推
薦
す
る
。
強
力
な
ド
ラ
マ
ー
を

待
望
し
て
い
た
ジ
ミ
ー
・
ペ
イ
ジ
は
、

ジ
ョ
ン
・
ボ
ー
ナ
ム
の
ド
ラ
ム
を
聞

き
、
そ
の
す
さ
ま
じ
さ
に
「
す
っ
か

り
、度
肝
を
抜
か
れ
て
し
ま
」う
。
そ

し
て
ジ
ョ
ン
・
ボ
ー
ナ
ム
の
加
入
が

決
ま
っ
た
。
こ
こ
に
再
編
ヤ
ー
ド
・

バ
ー
ズ
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
・
ヤ
ー
ド
・

バ
ー
ズ
が
結
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

�

（
川
上　

裕
光
・
京
都
民
医
労
）

レッド・ツェッペリン誕生

No.21

レッド・ツェッペリン①
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娘
が
２
歳
に
な
り
ま
し
た
。
京
都
市
の
子
ど
も

の
医
療
費
無
料
化
の
制
度
は
３
歳
ま
で
な
の
で
、

１
年
後
の
窓
口
負
担
金
が
心
配
で
す
。
２
月
５
日

投
票
の
京
都
市
長
選
挙
で
中
村
和
雄
さ
ん
を
市
長

に
押
し
上
げ
て
、「
小
学
校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も
の

医
療
費
無
料
化
」
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

	

（
Ｙ
）

編
・
集
・
部
・
だ
・
よ
・
り

　京都民医労は、昨年の７月に50周年を迎え10月にＯＢの方々や、共に運動
を進める諸団体の方々の多くの参加で50周年	記念レセプションを催しました。
今年は、私たちの暮らしに大きくかかわる京都市長選挙があります。民医労の
歴史に学び、”世の中をよくするたたかいにも重点を置いた運動をすすめていか
なくてはならない”と思っています。レセプションには、中村和雄さんもお祝
いに駆けつけていただきました。

　11月５日（土）に秋のナースウェーブ
を行いました。労働科学研究所の松元
俊先生から長時間夜勤の有害性につい
て講演をいただいた後、雨の中でしたが
四条烏丸で宣伝を行いました。

　京都医労連はひとりでも入れる個人加盟組合
があります。もっと親しみやすく、入りやすい
組合にしていきたいと思っています。
　もっと入りたくなるような組合名を募集して
います。ふるってご応募ください。

採用された方は５千円の図書カードを進呈します。１月 31日（火）まで
に郵送か FAXでご応募ください。

個人加盟組合の名称を募集します！

京都民医労50周年記念レセプション

2012.新年号　No.172 8


